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  管理№

指定管理者 西川町総合開発株式会社

（電話番号） （０２３－６３０－３１７３）

1 仕様書等に沿った管理･運営業務の履行状況

評　価

B

② 管理･運営上の
課題、問題点
（改善すべき
こと）

課題、問題点
への今後の対
応

2 利用者からの要望等への対応

① 評　価

B

意見･要望等へ
の今後の対応

3 指定管理者制度活用の効果

① 評　価

B

② 評　価

A

③ 評　価

A

【評価指標】
Ａ ：仕様書等に定める水準を上回っている等、優れた対応がなされている。

Ｂ ：概ね適正に実施されている。

Ｃ ：部分的に改善等を要するところがあるが、既に対応済み又は対応見込みである。

Ｄ ：仕様書等に定める水準に達しておらず、大いに改善を行う必要である。

注）検証項目については、施設の特性等に応じて適宜追加することができるものであること。

≪評価の理由≫
　近隣の県立自然博物園等の各種施設と連
携することで、地域の活性化へ貢献してい
るとともに、スタッフを全て地元在住者と
するなど雇用の受け皿としても機能してい
る。

総合的な評価

・包括協定書、年度協定書、事業計画書に基づき施設の適切な管理運営を行っている。
・特に施設管理については、施設の老朽化が進むなかで、経費の節減を意識するとともに、利用者への安全を配慮
するなどきめ細かい対応をしている。
・利用者の要望を吸いあげ、対応策を検討し、利用者の立場での対応を心掛けるなどサービス向上にも努めてい
る。
・近隣施設との共催事業への積極的な参加、野営場独自の主催事業など利用者拡大に取り組みながら、地元の雇用
確保に努めており、地域活性化の役割を果たしている。

その他(地域の
活性化、雇用
の確保等)

・周辺地域の情報を収集し、利用者に提供しま
した。

・遊歩道に倒れた枯損木等の処理をスタッフに
て行い費用の削減を行いました。

・西川町在住者を雇用しました（6人中6人）。
・草刈り作業、雪囲い設置撤去作業に西川町シル
バー人材を活用しました。
・自然博物園、月山朝日ガイド協会、朝日少年自然
の家、山形県キャンプ協会、弓張平公園等と連携し
利用拡大に努めました。

サービスの
向上

経費の節減

漏水について、現在トイレ及び炊事場の使用に問題がない。漏水箇所の特定には多額の費用を要する
ため今後予算確保に努めていく。

・サイト近くに枯損木があり、落枝や倒木によ
る危険があります。現在は接近禁止の措置を
取っています。
・給水ポンプが常時稼働していることから漏水
の疑いがあります。

≪課題等の原因分析≫
施設の老朽化に伴う不具合と認識している。

管理･運営業務
の履行状況

≪評価の理由≫
　利用者が求める情報の提供を行い、顧客
満足度の向上に努めている。

≪評価の理由≫
　指定管理者自ら管理作業を行うなど経費
節減に努めている。

意見･要望等及
びその対応状
況

『夜間や早朝など受付の対応時間外に入場、テント
設営したい』
『バスで来場するためパークプラザ（受付）に寄れ
ない』
翌日に事後の受付で対応や、巡回時に利用料を収受
するなど柔軟に対処しました。

上記対応を継続していく。

≪評価の理由≫
積極的に利用者の要望に耳を傾けて、検討
し、実現可能なものから適切に対応してい
る。

山形県西村山郡西川町大字志津地内

指定管理者制度導入施設の管理運営検証結果【検証シート】

施設の名称 山形県志津野営場

所在地

指定期間 平成30年4月 1日　～　令和5年3月31日

検証期間 令和3年4月 1日　～　令和4年3月31日

みどり自然課県担当課

検証項目

≪評価の理由≫
清掃、保守点検等の施設管理、受付等の野
営場運営については事業計画書に従い、適
切に実施されている

・清掃、保安業務等は計画通り実施しました。
・委託業者への業務はその適切さを定期的に確
認しました。

①

指定管理者による自己検証 県(施設所管課)による評価･検証


